
漢字興国論 第一章 早くからの漢字教育は子供の能力を大きく伸ばす――私の漢字教育実践記―― 

■子供のやる気を大切に 

 

教育で一番大切だと思ふ事は、子供にやる気を起させる事です。そ

れには、子供が望ましい事をやってゐるのを見たら、大袈裟
お お げ さ

に喜んで

みせる事が大切です。「かういふ事をすると、お母さんはこんなに喜ん

でくれるのだ」と思ひますから、一層張切ってやるやうになるものです。 

だから、子供が良い事をした時には、必ず讃
ほ

めてやることが大切で

す。讃められてやる気を出さない子供など絶対にありません。それに

は、子供の行為には絶えず目を配ってゐる必要があります。 

“叱る”ことは、道徳的にいけない事をした時、時に他人に迷惑を及

ぼすやうな行為をした時に限って頂きたいと思ひます。この時は決して

黙認することなく、叱らなければいけません。もっとも、その前に、道徳

的な規範を教へて置かなければなりません。教へないでゐて、いきな

り叱るといふ事はいけません。 

子供が失敗すると、それを咎
とが

めるお母さんがよくゐます。これも子供

のやる気を削
そ

ぎます。子供は失敗を重ねて初めて成長できるのです。

失敗を咎められたら、「君子危きに近寄らず」で、万事に消極的な子供

になってしまふ虞
おそ

れがあります。 


